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議題等(次第順）
１　開会
２　校長挨拶
３　R６学校経営計画達成状況報告(学校教育自己診断の結果と分析含む)
４　R７学校経営計画目標設定及び承認
５　資格検定実施及び結果報告その他近況報告
６　その他
７　閉会

R６学校経営計画達成状況報告
・「学校の授業は楽しかった」の肯定的な回答が5％減少したが、これは生徒にとって新しい取り組みをすることが当たり前に
なっていると考えられる.。来年度は生徒がより主体的に取り組み、自己肯定感をさらに高めて行動できるよう指導していく。
・閉校に向かう一年目として、様々な取り組みを行った。教員への学校教育自己診断では「学校行事が生徒にとって魅力あるも
のとなるよう、工夫、改善を行っている」の「良くあてはまる」という回答が前年度より20％増加していることから、教員がモチ
ベーションを保ちながら、教育活動に取り組もうとする意識がうかがえた。

R7学校経営計画目標設定案の承認
（R６）との変更点
・大幅な変更点はなく、R6での目標をより具体化した。
・R6に初めて実施した育成支援チーム研修が教員間の交流や教員育成に効果的であったと考え、R7も継続して校内研修を行
う。
（質問）　人事異動に伴い、引き継ぎをスムーズにする為、工夫されていることがあれば教えて頂きたい。
　（ご意見）　効率的な引き継ぎのため、1対1のやり取りをしないよう情報のオープン化に努め、チームで仕事を行っている。
　（ご意見）　1人の人が同じ仕事を長期に渡ってしないよう、短期的に仕事を担当することが効果的と考えられる。

資格検定実施の結果報告
・R6受験者数は在校生の減少に伴ってR5の受験者数に比べて減少しているが、受験比率は昨年度と同程度である。また、合
格比率も58％と昨年度と同程度であった。
・PTA会長の助言もあり、新規で小型フォークリフト特別教育講習を導入し、多くの生徒が受講した。企業から求められてること
が多い資格のため好評であった。
　（ご意見）　1、2年生のうちに資格取得ができれば、就職に向けた履歴書の資格欄に記入ができるので有利になる。

その他近況報告（PBLについて）
・段階的なキャリア教育を効果的に進めることができている。企業・地域の方々と連携した総合的な探究の時間での取り組み
は2年目ということもあり、より精錬された課題を生徒に提供し、より良い教育活動を実施することができた。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

R６学校経営計画達成状況　　R６学校教育自己診断結果　　R７学校経営計画目標設定案
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